
  ※1　11/15～3/13の約4か月間

  ※2　MG13回、下見、活動報告会、そのほか自発的な活動も含む

2024（令和6）年度　国際交流イベント　大阪まちあるきツアー(2025.3.13実施）
企画学生　事後アンケート

回答者：11名/企画学生11名（回収率100.0％）
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大学のメールマガジンなど

友人知人からの紹介で

大学（教職員）からの案内
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イベントの企画・運営に興味があったから

イベントの内容・テーマに興味があったから

他大学の学生と交流したかったから

就職に役立つと思ったから

ボランティアに興味があったから

適切であった, 10

適切であった, 10
適切でなかった, 1

適切でなかった, 1

期間

頻度
取り組めた

54.5%

取り組めない点があった

45.5%

1.本イベントを知ったきっかけ 2.応募動機（複数回答可）

3.活動について 4.主体的に取り組めたか

よくできた

18.2%

できた

63.6%

できなかった点がある

18.2%

5.担当した業務への自己評価

※1

※2

自己評価 担当した業務

・副リーダー　・場所班リーダー

・チラシの作成（下見での素材集めやチラシに記載する内容のまとめ）
・リーフレット作成（当日のスケジュール作成、チームメンバー書取り欄の作成、写真コンテストの説明欄作成）

・ミーティングの議事録作成　・ツアー場所の詳細調べ　・リーフレット内容作成

・Instagram運用　・リーフレット作成（レイアウト決定、一部ページデザイン）

・当日受付、一部議事録等

・場所、時間、リーフレットの内容決め

・缶バッジのデザイン　・Instagramの投稿作成　・リーフレットの作成

・副代表　・レクリエーション班

・レクリエーションの企画　・スライド作成　・当日のレクリエーション運営　・受付

・ルート作成　・アクセス検索　・地域の魅力を探し、文章でまとめる　・英語確認

・レクリエーション・当日の司会

・ツアーの運営

よくできた

できた

できなかった点がある

■活動期間【適切でなかった】を選択した理由

・就職活動が本格化した3月は、少し大変に感じたから。

■活動頻度【適切でなかった】を選択した理由

・メンバーによって参加回数が偏っていたので、Zoomミーティングなども

もっとできたらよかった。
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上記と回答した理由

〈満足〉

〈概ね満足〉

〈満足できない点がある〉

8.意見・感想

ツアー自体は成功し、留学生も企画学生も楽しめたので大変良いものとなったと感じた。しかし留学生ともっと異文化の交流ができたらいいなと思った。

このような企画を用意していただき、本当にありがとうございました。渉外や備品の用意など、負担が大きい部分を事務局の方々がフォローしてくださった
のもあり、学生の負担が軽くなっていたと思います。

大学ではできない貴重な体験ができました。当日は今までで一番のやりがいを感じることができて楽しかったです！

みんな主体的で一人一人の意見や提案があり、勉強になった。ツアー当日も自分以外の班の人達とも何度か関わることがあり、とても楽しかった。

私自身、外部の企画に参加するのが初めてでしたが、他大学、違う学年のメンバーのみんなと関われて能力や意識の高さに沢山の刺激を受けることが
できました。そのため、ツアーを終えた今後も、このような活動があれば進んで参加しようと思えるきっかけになったと感じます。

初めは就活のためや、企画が得意だし旅行好きだから楽しいかなと思って参加しました。あまり話が進まない時もあり、このままで大丈夫なのかなと不安
に思っていた時期もありますが、こうやって何とかイベントが成功して良かったです。イベントが終わりそうという時にみんなで話せることが多くなり会議が
より楽しくなっていったので、初回や2回目の会議くらいまではレクリエーションを設けた方が仲良くなり、会議の参加率増にも繋がり、意見も言いやすくな
るのかなと思いました。
個人的にみんなともっと仲良くしたかったけど少し壁を感じる時もあったので、、。

就活期間に重なり、全部のミーティングに参加できなくて申し訳ない気持ちでいっぱいです。当日については、話が盛り上がる方法などを工夫すれば良い
かなと思いました。

自分自身について様々な面で考えるきっかけとなりました。日本人の学生と協力しながらグループ活動ができた点には満足しています。改善が必要な部
分については、これから改善していきたいと考えるようになりました。

自分自身の足りない点を多く感じたためです。

高校生のときからボランティアに参加したり、イベントの企画をしたりしてみたいなと思っていました。今回やっと本格的に自分で動くようになり、実際に企
画というものをやらせていただいて本当に感謝しています。今回の企画では、企画することやチームで協力することの難しさを知ったり、自分の改善すべ
き点が見つけられたりしたと思います。その分、最初から最後までチームで携わってきたという達成感も感じられました。大学では、研究室に配属され、ゼ
ミでイベントを企画するということはないのでいい経験でした。今後、この経験を活かせたらなと思っています。

部活の大会開催以外でイベント企画はこれまであまりやったことがなかったので、当日までの過程全てが良い経験になったし、他の企画学生やイベント参加者とも仲良く
なれて楽しかったから。

ツアーを成功させることができ、且つたくさんの学びを得ることができたからです。ギリギリに決まったことも多く、「本番うまくいくかな」と不安なまま本番に挑んだけれども、
結果としてみんなの力があったからこそ成功に導くことができて良かったです。企画学生も、参加学生もみんな「楽しかった！」と声を揃えて言ってくれたので、改めて4ヶ月
間取り組んできて良かったなと、大きなやりがいを感じました。

メンバーと協力してツアーを成功させる事ができたから。

参加者の楽しそうな笑顔を見ることが出来て、自分がしてきたことは笑顔を届けられることなんだと思ったから。

初めてこんな長い期間の活動に参加したので、不安な気持ちがたくさんありましたが、チームと協力して、ツアーが無事に行えたことが大満足です。

もう少し早めに募集開始をして、多くの参加者を集められたらさらに良かったと思いました。

自身のスケジュール管理不足であったり予定があったりなどでミーティングに参加できない日はあったものの、キックオフミーティングからメンバーのみんなと場所決定に始
まり、最後は細かい点まで話し合って満足度の高いツアーを開催できたと実感しています。

まず、無事に当日のまちあるきツアーを大きな問題なく実施することができ、非常に満足しています。その中で、私の担当するレクリエーションの内容を当日までにもう少し
練ることができたのではないかという反省がありました。具体的には、クイズの難易度をもう少し上げて場を盛り上げたかったことと、レクリエーションをスムーズに行うため
の練習が必要だったことです。また、今回のプロジェクト全体では、メンバー揃ってのミーティングを実施できることが少なく、情報共有や懇親を深めることが難しかったよう
に感じました。その点においては、自身が全体の仲を深める働きをもう少しできたのではないかと感じました。しかし、事務局のお力添えがありながらも私たちが主体とな
り、イベントを企画、運営できたことはとても貴重な経験となりました。また、これから自身が関わっていくチームビルディングにおいても役立つ力を身につけられたと思いま
す。

まちあるきツアーの準備やミーティングに参加して何が必要かどうすればいいツアーにできるかなどの意見交換を積極的にすることができた。

特にテスト期間や検定前、予定の詰め込みすぎにより、余裕を持って話す時間がなかったです。実際に対面で話し合うときにはしっかりとそのための時
間を確保しているので、話についていけていたのですが、LINEよる会議ではなかなか時間を確保できず、自分がバイト等、他の用事があるときに会話が
進んでおり、自分が会話に少ししか参加できないことが多々ありました。大まかなところは他のメンバーに頼ってしまったので、今回の反省点だと考えて
います。

満足

45.5%

概ね満足

36.4%

満足できない点があった

18.2%

できた

100.0%

6.活動全体の満足度 7.活動を通じて成長できたか
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